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⑲
大
津
京
阯
の
研
究
　
　
　
　
　
滋
賀
縣
保
勝
會

滋
賀
縣
史
蹟
調
査
報
告
第
二
冊
電
し
て
委
員
肥
後
文
墨
士
の
鱒

作
を
褒
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
大
津
京
は
そ
の
名
の
著
し
き
に
拘

ら
す
時
代
の
古
く
経
管
の
短
時
日
な
り
し
爲
そ
の
位
置
を
推
定
す

べ
き
重
要
な
逡
阯
を
残
さ
な
い
。
從
っ
て
京
ぐ
」
特
殊
閣
係
を
持
ち

且
つ
後
代
ま
で
永
く
績
き
潅
阯
、
戴
物
に
富
む
一
幅
及
び
梵
繹
二

寺
の
調
査
に
よ
っ
て
蓮
に
京
阯
の
位
置
を
推
定
す
る
事
が
最
も
可

能
な
方
法
で
あ
る
。
で
著
者
の
努
力
は
專
ら
二
寺
阯
の
嚢
掘
考
謹

に
そ
・
が
れ
て
る
る
、

　
（
一
）
大
津
京
の
順
順
で
そ
の
時
の
歴
史
事
情
を
説
き
，
零
細
な

史
料
を
組
立
て
Σ
古
京
の
姿
を
復
注
せ
う
ε
す
る
。
（
二
）
崇
幅
寺

の
沿
革
、
（
三
）
梵
輝
寺
考
選
で
は
史
料
の
廣
範
な
墨
書
に
よ
る
精

細
な
考
謹
が
あ
り
二
寺
の
所
在
位
置
に
就
い
て
丈
献
上
の
推
測
を

下
し
（
四
）
大
津
薫
陸
研
究
の
沿
革
で
は
傳
崇
西
寺
阯
、
推
定
梵
繹

寺
阯
に
就
て
先
入
特
に
門
田
博
士
の
説
を
引
い
て
、
今
回
の
調
査
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の
持
つ
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
（
五
）
獲
掘
日
誌
の
次
に
（
六
）
傅

崇
薦
寺
阯
ミ
そ
の
港
物
、
（
七
）
南
滋
賀
の
幽
晦
ミ
そ
の
遣
物
で
は
繭

者
の
堂
宇
の
構
造
、
特
に
今
圓
褒
者
さ
れ
た
彌
勒
堂
阯
よ
り
し
て

彌
勒
信
仰
の
盛
だ
つ
た
崇
騙
寺
を
推
定
し
，
從
っ
て
後
者
の
地
に

今
回
獲
掘
さ
れ
た
寺
院
阯
を
梵
繹
三
三
、
こ
考
へ
て
，
寺
の
桓
武
天

皇
の
御
建
立
動
機
に
重
鮎
を
置
い
て
こ
・
に
内
裏
阯
を
求
め
や
う

ミ
す
る
Q
が
然
し
こ
の
阯
か
ら
獲
掘
さ
る
エ
古
瓦
が
大
津
京
経
管

當
時
の
型
式
ざ
さ
る
・
も
の
、
、
」
罰
様
の
も
の
で
あ
る
て
ふ
鮎
に
一

の
問
題
が
起
る
。
著
者
は
關
野
博
士
の
こ
の
説
に
記
し
て
猫
自
の

立
揚
か
ら
新
ら
し
く
梵
繹
寺
創
立
時
代
に
ま
で
下
り
得
る
も
の
ミ

し
て
、
型
の
獲
展
の
理
論
を
論
い
て
鏡
、
ご
く
抗
辮
す
る
。
　
こ
の
重

要
な
論
定
の
根
糠
に
就
い
て
は
興
味
を
以
て
今
後
の
獲
表
を
待
つ

で
あ
ら
う
。
（
八
）
滋
賀
里
及
錦
織
の
難
跡
鍛
物
に
就
い
て
　
慮
調

査
し
こ
の
内
裏
阯
論
の
不
可
な
る
事
を
論
じ
て
み
る
。

　
蕎
説
が
た
“
文
献
，
傅
訟
の
紫
野
に
す
ぎ
ぬ
の
を
實
際
調
査
の

上
か
ら
肯
定
し
叉
否
定
し
、
爾
考
古
墨
的
調
査
が
軍
な
る
比
較
に

落
入
る
事
に
聾
し
て
は
歴
史
家
－
こ
し
て
の
立
場
か
ら
あ
る
結
論
を

得
や
う
ξ
す
る
努
力
を
多
噴
、
）
し
た
い
．
、
叉
こ
の
鹿
町
に
は
他
に
も

　
　
　
　
　
　
　
第
四
競
　
一
二
三
　
（
　
五
九
九
）
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建
築
史
上
、
工
藝
鷹
峯
上
、
，
一
般
信
抑
上
の
多
く
の
興
味
あ
る
事

實
が
提
供
さ
れ
て
有
心
な
も
の
で
あ
っ
た
。
挿
團
二
〇
、
岡
版
五

四
に
も
編
纂
の
苦
心
を
見
る
。
　
（
四
六
倍
版
本
文
机
六
六
頁
滋
賀

縣
保
勝
會
掴
洗
儂
三
圓
）
〔
藤
〕

　
　
鯉
本
邦
古
代
氏
姓
の
研
究
　
　
弁
上
久
米
雄
旧
著

　
本
書
に
昭
和
二
年
三
月
東
京
帝
大
國
史
科
を
卒
へ
て
同
大
學
院

に
入
り
．
傍
ら
宮
内
省
諸
陵
寮
に
勤
務
さ
れ
て
る
た
が
間
も
な
く

翌
三
年
七
月
多
く
の
春
秋
を
残
し
て
逝
去
さ
れ
た
井
上
氏
の
大
畢

卒
業
論
文
で
あ
っ
て
今
回
そ
の
短
い
墨
界
生
活
を
記
念
す
る
爲
に

遣
族
の
人
々
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
に
は

本
邦
氏
姓
の
胚
種
、
第
二
章
に
は
本
邦
氏
姓
の
出
現
（
附
、
支
那
の

氏
姓
、
朝
鮮
の
氏
骨
）
、
第
三
章
に
は
初
期
の
氏
姓
三
三
ミ
其
の
糺

正
、
第
四
章
に
は
聖
徳
太
子
の
三
家
思
想
ミ
氏
姓
、
第
五
章
に
は

大
化
改
新
ざ
氏
姓
，
第
六
章
に
は
天
武
朝
の
三
唱
制
定
の
意
義
、

第
七
章
は
新
撰
姓
氏
録
を
中
心
ミ
し
て
其
の
前
後
の
氏
姓
動
態
が

述
べ
て
あ
る
。
全
編
の
概
要
は
、
冷
気
の
胚
種
は
古
く
よ
り
我
國

に
在
っ
た
が
名
實
共
に
明
確
な
形
が
出
遅
れ
の
は
日
鮮
交
通
が
穂

や
頻
繁
に
な
っ
た
頃
か
ら
だ
ミ
思
ふ
、
ミ
て
次
に
氏
姓
の
混
鼠
ε
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（
　
山
ハ
O
O
）

允
恭
朝
の
糺
正
を
述
べ
、
そ
れ
よ
り
聖
徳
太
子
が
佛
教
を
興
隆
し

冠
位
及
び
＋
尊
墨
憲
法
を
翻
心
さ
れ
た
の
は
亡
国
の
閥
族
蹟
縫
の

弊
を
打
破
せ
ん
「
こ
す
る
御
前
紳
に
墓
つ
く
も
の
で
氏
姓
制
に
蟹
し

大
な
る
脅
威
を
與
へ
ら
れ
た
。
大
化
の
改
新
に
よ
り
氏
姓
の
包
有

す
る
内
容
は
大
に
攣
化
し
て
甚
だ
微
弱
な
も
の
ミ
な
り
、
今
後
の

氏
姓
は
主
ε
し
て
家
系
門
地
を
表
は
す
に
過
ぎ
な
い
も
の
唱
こ
な
り

天
武
朝
の
八
尺
制
定
は
系
統
的
系
統
の
外
に
改
新
後
の
人
材
功
勢

の
如
何
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
蕎
姓
ミ
全
く
購
機
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
其
後
氏
姓
の
混
餓
は
次
第
に
甚
し
く
な
り
新
撰

姓
氏
録
が
作
ら
れ
た
が
錯
誤
や
疑
鮎
が
あ
っ
て
月
一
の
氏
姓
混
徽

の
程
が
推
知
さ
れ
る
。
　
そ
れ
以
後
は
諸
氏
が
少
撒
の
有
力
な
る
系

統
名
梅
に
牧
約
さ
れ
、
終
に
は
多
く
の
氏
が
源
李
燦
橘
の
四
姓
に

牧
約
さ
れ
る
に
至
っ
た
ミ
述
べ
て
あ
る
。
r
本
邦
古
代
の
氏
姓
に
驕

し
て
は
資
料
極
め
て
少
く
、
そ
の
研
究
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
が
、
氏

は
多
大
の
勢
苦
を
以
て
之
を
討
ね
以
て
本
論
文
を
作
成
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
固
よ
り
研
究
の
門
猷
ε
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
他
日
の

深
き
研
鑛
に
よ
り
完
成
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
併
し
此
の

方
面
の
開
振
に
寄
與
す
る
所
が
紗
く
な
い
（
菊
版
二
一
七
頁
、
償


